
令和５年度 保護者交流会 報告  

 

１ 日  時    令和５年６月２２日（木）  １０：００～１２：００ 講演会  

                        １３：２０～１４：５０ 交流会 

 

２ 場  所    本校 多目的室 

 

３ 日  程    ９：３０～ ９：５０  打ち合わせ（校長室）  

         １０：００～１２：００  講演会  

１３：２０～１４：５０  保護者交流会  

 

４ 内  容    

【講演会】  

講師  四国学院大学 社会福祉学部教授 野崎 晃広 氏  

         演題  「障がいのある子どもへの家庭・地域における支援の在り方  

～生活者としての選択決定と QOL の意義～」 

       【交流会】 

         交流会は２つのグループに分かれて、自由に意見交換が行われた。 

１・２組グループは、卒業生保護者も交えて、卒業に向けて、「体力を

つけるにはどうすればよいか？」「自主通学を卒業後につなげていきたい

が…」「障害年金について」など、情報交換を行った。 

３組グループは、「障害年金について」「院内・病棟通学生の学習がコ

ロナ禍前のように病棟で行われるようになったこと」など、ざっくばらん

に話し合った。 

 

５ 参 加 者    本校の保護者１４名、卒業生保護者４名   計１８名 

 

６ 感想（アンケートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演会】  

・今日は講演会で野崎先生の話を聞けて良かったです。一番印象に残ったのは、障がいの

ある兄弟の話があった時、我が子のことを考えてしまいました。我が家では末っ子と長

男に障がいがあります。次男は障がいはありませんが、家庭外にいても嫌な顔もせず、

兄弟仲良くいてくれて、私や他の家族も差別なく、一緒に過ごしてくれます。また、野

崎先生の話を聞きたいと思いました。  

・親が子どもの上限を決めてしまわないようにすること、自律の大切さ、生活経験の積み

重ねなど、家庭での取り組みが大事だと思いました。必要な支援制度は使用し、自己決

定のもと学び、自分のやりたいことが、仕事につながってほしいです。  

・とても良い話が聞けて良かったです。  

・以前にも野崎先生のお話を聞く機会があり、大変具体的に実践し易い内容で、今回も親

にできることがたくさんあり、勉強になりました。また別のテーマでも、是非お話を聞

いてみたいです。及び腰になりがちな、障がいのある子を連れて地域に出ていくこと、

一歩踏み出してみたいと、思いました。  

・私は娘を車椅子に載せて散歩に出掛けると、他人の目線を全く気にしないということ

はありません。多少の慣れもありますが、気にしないようにしています。しかし、娘が

地域で生きていくために、娘の存在を知ってもらうことの大切さや、何より娘が散歩を

楽しんでいることが自立につながっていると、私もうれしく思います。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前にひよこ教室に行ったときに、兄弟児との接し方など詳しく講義されていてために

なりました。  

 外に連れ出してたくさんの経験を！ということはすごく分かりますが、重症心身障が

い児となると、近くのスーパーへ行ってバギーを下ろして買い物だけでも車を停めら

れるスペース（横は広いが縦は狭い）が限られており、気にせずにと言われても、多く

の人の好奇な目がとても刺さります。  

・小・中・高の１２年間の間に楽しくできることを増やす、日常生活では大人が行く先に

どんどん連れて行き、経験を積むことが大切、というお話にすごく納得させられまし

た。ペアレントメンターの集まりや秋冬学期のペアプロスクールなど、参加してみたい

気持ちになりました。ずっとお話の内容は分かりやすく、講演会に出席してとても良か

ったです。  

・親として子どもにしてあげられる一番大切なことを再確認することができました。「頑

張ろうね」ではなく、「やりたい」を応援し、生きるために生きていくサポートができ

るように、まずは土台の部分から共に整えていきたいです。経験が大切、というお話を

聞き、現在検討中の転校にも一歩踏み出す気持ちができました。初めて講演会に参加さ

せていただき、とても貴重な時間となり勉強になりました。ご講演いただき、ありがと

うございました。  

・一番印象に残ったお話は、「選択決定」についてのお話です。日常生活の中で何かを選

択する機会やバリエーションを少しでも増やし、自分が選んで決定するという経験を

積み上げることが満足度につながり、将来何をしたいか？何ができるか？を選択決定

できるようになるための積み重ねだと思いました。  

 

【交流会について】  

・保護者交流会に参加できて良かったです。悩みを聞いてもらったり、知らなかったこと

を教えてもらったりしてうれしかったです。（高）  

・卒業生の保護者の参加で、現在の話が聞けて良かったです。（高）  

・たくさんの人と交流をしたいです。とても役立つ情報が多く（上の学年のお母さん方か

ら聞く話）ためになります。その都度、悩んでいることが変わってくるので、もう少し

頻繁に交流会があるとうれしいです。（小）  

・高学年のお母さん達から知りたい情報として話に上がっていた「障害年金」の記入方法

がとても知りたいと思いました。（小）  

・都合により交流会には参加できなかったのですが、講演会で皆様すごく熱心にお子様

のことを考えられており、見習いたい部分がたくさんありました。また機会があれば

参加したいと思います。（小）  

・進路の先生を囲んで、交流会をしたいです。（卒）  

（今後知りたい情報）  

・卒業生がどんな会社で仕事をしているのか、教えてほしいです。（高）  

次回の保護者交流会は、１０月１２日（木）の予定です。２学期になりましたら

ご案内いたしますので、是非ご参加ください！！ 


